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我々はA(及びG)が物質場 車 を通して力学変数だとするモデルを考える.従って TA Rj
TQとなるo物質場はいろいろな時間スケールのものが豊富にあるだろう.そのうち時間スケー























G (4(li))A(抑 i) (4)
のようになる.初めに小さいとして落としていたkinetictermをRxS3のmetricを用いて
復活してやると､結局有効作用は次のようになる:













定 T^ ≫ Tg が披れる場合もある｡しかし､いづれの場合に於いても､しばらくの宇宙膨張によっ
て T9が大きくなっているので､Aの力学は車の次に長い時間スケールをもった物質場に支配さ
れるようになると考えられる｡このように､順次長い時間スケールを持った物質場が次々に役割を
入れ換えて､宇宙項を0に導くと考えられるo実際､TA が常に T9の定数倍という理想的な物質
場が常に存在するなら､有限の時間の内に宇宙項が0になる事が示せる｡
結局上の議論では､重力の量子揺らぎがA-0に特異性を与えることが本質的であるが､時
間スケールをちゃんと取り込むことによってこれはAに対する有効ポテンシャルを作り出すので
ある｡Colemanの議論では､これは統計分布関数だと見なされていたものである｡詳しくは論文
を参照して下さい.[7】 さらにまた､Aがbabyuniverse場を通して力学変数だとするモデル
を宇宙の第3量子化を用いて議論すること もできる｡【8】この 場合には､宇宙膨張とともにAが0
に収束する様子をあらわに見ることができる｡
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